
　

［まるめろ通信 /第 151 号］

●取得認証●
ＩＳＯ 9001
青森県認証介護
サービス事業所

・
・

0175(23)1600
0175(23)0781
0175(23)1171
022(797)0273

特 養 み ち の く 荘
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●みちのく荘のウェブサイト (www.michinokuso.jp) にも最新情報がたくさん！●プライバシーポリシーは、ホームページに掲載しております。
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やさしい街づくりを応援しています。

特別養護老人ホームまるめろ青森社会福祉振興団

　青森社会福祉振興団では、様々な SNS を通して法人のイベ
ントや採用情報、日常のことなどを配信しています。
　６月、仙台市に「特別養護老人ホームまるめろ」をオープン
し、そちらにも SNS アカウントがありますので、ぜひご覧く
ださい！

みちのく荘
ＳＮＳアカウント紹介

　「
み
ち
の
く
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
一
日
型
） 

」 

で
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、入
浴
、食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
、 

作
業
療
法
士
が
作
成 

す
る
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー

の
他
、車
椅
子
の
ま
ま
入
浴
可
能
な
機

械
浴
を
備
え
て
お
り
、重
度
の
方
も
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　「みちのくデイケセンター」では、個別リハビリだけでなく、どなたで
も参加できる集団体操など様々な運動メニューを提供しています。この
日は、インストラクターと一緒に音楽に合わせて「グー！パー」っと声
を出しながら座ってできる体操を行っていました。また、お風呂も一般
浴のほか、座ったまま浴槽に入れる機械浴も導入しており、利用者の身
体状況に合わせた姿勢で入浴を楽しむことができます。
　お昼の献立はカレーやラーメンなどの定番メニューに加えて、敬老の
日などの行事には「特別メニュー」があります。赤飯、茶わん蒸し、お吸い
物、彩り豊かな昼食を「美味しいね」と隣の利用者と話しながら昼食を堪
能し、あっという間に１日が終わります。

青
森
社
会
福
祉
振
興
団
の
施
設
紹
介

「
み
ち
の
く

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
一
日
型
）」

運動の後はしっかりと栄養補給

音楽に合わせて体を動かそう！座ってできるリハビリ体操

今年度リニューアルした介護浴槽 彩り鮮やかな特別食

れ
て
か
ら
は
、カ
ジ
子
さ
ん
が
一
生
懸
命

耕
し
て
い
た
畑
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

「
色
々
な
や
り
方
に
挑
戦
し
て
、毎
年
大
根

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
を
楽
し
ん
で
い

た
ん
だ
。」

　

物
作
り
が
好
き
で
何
事
も
努
力
家
の
惣

三
郎
さ
ん
は
、書
道
が
趣
味
で
師
範
の
称

号
を
持
っ
て
い
ま
す
。雅
号
を「
雅
静
」と

名
乗
っ
て
い
て
、読
売
書
道
展
に
も
出
展

し
、四
度
の
入
賞
も
し
た
実
力
で
す
。定
年

退
職
後
は
カ
ジ
子
さ
ん
が
営
む
商
店
の
二

階
に
書
道
教
室
を
持
ち
、多
く
の
生
徒
に

指
導
し
て
い
ま
し
た
。

「
今
で
も
連
絡
を
く
れ
る
生
徒
も
い
て
、懐

か
し
く
、嬉
し
く
思
っ
て
る
よ
。」

　

92
歳
の
時
に
体
調
を
崩
し
、そ
の
後
は

「
み
ち
の
く
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」「
み
ち

の
く
十
二
林
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」を
利
用

し
、現
在
は「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
谷

み
ち
の
く
荘
」に
入
居
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
は
、い
い
と
こ
だ
。好
き
な
歌
を

歌
っ
て
、安
心
し
て
過
ご
し
て
い
る
よ
。」

　

誠
心
誠
意
、毎
日
書
道
に
向
き
あ
っ
て

き
た
惣
三
郎
さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
穏
や
か

に
、幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

御
年
、百
歳
を
迎
え
た
中
山
惣そ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ

ん
は
、７
人
姉
弟
の
６
番
目
四
男
と
し
て

八
戸
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
祭
り
が
大
好
き

で
、八
戸
三
社
大
祭
で
は
子
ど
も
で
あ
り

な
が
ら
町
内
の
大
太
鼓
を
叩
い
て
い
ま
し

た
。お
酒
を
飲
む
と
、太
鼓
と
お
囃
子
を
奏

で
て
い
た
事
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

戦
争
に
よ
り
縁
が
あ
り
、む
つ
市
大
湊

へ
来
た
惣
三
郎
さ
ん
。終
戦
後
防
衛
庁
に

入
隊
し
、妻
の
カ
ジ
子
さ
ん
と
出
会
い
、

カ
ジ
子
さ
ん
の
両
親
に
気
に
入
ら
れ
、

１
９
４
８
年
に
結
婚
し
三
女
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

当
時
で
は
珍
し
く
、１
年
に
１
度
大
湊

線
に
乗
り
、家
族
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま

し
た
。中
で
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の

は
、１
９
８
８
年
の
青
函
連
絡
船
が
終
航

の
際
、子
ど
も
や
孫
、家
族
全
員
で
青
函
連

絡
船
に
乗
り
、函
館
へ
行
っ
て
き
た
こ
と

で
す
。

　

歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
下
北
文
化
会
館

に
歌
手
が
来
訪
し
た
際
は
、同
じ
ス
テ
ー

ジ
に
立
ち
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
縁

で
、レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
ほ
ど
の
腕
前
で

す
。お
酒
も
大
好
き
な
惣
三
郎
さ
ん
。毎

日
、自
身
の
レ
コ
ー
ド
を
流
し
て
晩
酌
や

宴
会
が
恒
例
で
し
た
。カ
ジ
子
さ
ん
は
惣

三
郎
さ
ん
の
歌
を
聴
く
こ
と
が
大
好
き

で
、夫
婦
で
賑
や
か
な
夜
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
に
カ
ジ
子
さ
ん
が
病
で
倒

こ

私
の
小
径

み
ち

大正１１年生まれ　１００歳 /八戸市出身

「書道が人生」
　何ごとも　とことんやり続けるのが　信念だ

中山　惣三郎 さん
なかやま　　 そうざぶろう

居室には自身の書と、八戸の思い出「えんぶり烏帽子」と「八幡馬」を
飾っています。

 

記
／
井
出　

麻
美 惣三郎さんの作品です



やさしい街づくりを応援しています。

発　行／（福） 青森社会福祉振興団　発行日／ 2022.11.27　発行部数 /20,000 部 第 151 号

●「まるめろ通信」のご感想をお寄せください。　連絡先：0175(23)1600　メール：marumelo@michinokuso.or.jp （まるめろ通信編集担当まで）

　

当
法
人
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
職
員
段
位
評
価
制
度

「
わ
い
ス
タ
ー
」の
、レ
ベ
ル
１「
ワ
ン
ス
タ
ー
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ワ
ン
ス
タ
ー
は
全
職
種
共
通
で
、社
会
人
と
し

て
基
本
の
接
遇（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）を
テ
ス
ト

し
ま
す
。

　

今
年
度
１
回
目
と
な
る
ワ
ン
ス
タ
ー
試
験
で

わ
い
ス
タ
ー

「
ワ
ン
ス
タ
ー
」
実
施
報
告

は
、15
名
が
合
格
し
、法

人
全
体
で
は
20
％
の
取

得
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、今
後

も
法
人
全
体
で
取
得
率

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　みちのく荘のサービスを利用されている方々の

様々な作品を紹介してまいります。

　若い頃からの趣味を長い事続けている方や、

定年後時間に余裕が出来てから始めた方な

ど、いらっしゃいます。多種多様な作品をご紹介

してまいります。

まるめろ作品定期便
第一回目　川柳

　第一回目は、川柳で

す。たくさん川柳を書い

ていらっしゃる方で作品

を拝見させていただい

た中、厳選された作品

です。

デ
イ
ス
タ
ー
様

一
行
が
来
訪

よ
う
こ
そ
、
み
ち
の
く
荘
へ
！

　

２
０
２
２
年
10
月
３
日
に
、ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ

市
に
あ
る
、送

※

り
出
し
機
関
・
デ
イ
ス
タ
ー
社

チ
ョ
イ
社
長
一
行
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
ち
の
く
荘
で
は
、２
０
２
２
年
６
月
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
人
の
介
護
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。彼
女
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
の
学
校
で

介
護
技
術
を
、送
り
出
し
機
関
で
日
本
語
や
日

本
の
習
慣
な
ど
を
学
び
、入
国
し
ま
し
た
。

　

自
社
が
送
り
出
し
た
技
能
実
習
生
た
ち
が

「
施
設
で
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
、困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。」熱
心
に
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
皆
が
職
場
環
境
に
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
い

る
と
と
も
に
、自
信
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
働
い
て
い
る
こ
と
が
喜
ば
し
い
。」　

と
、チ
ョ
イ
社
長
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
送
り
出
し
機
関
・
・
・
日
本
に
技
能
実
習
生
を

送
り
出
す
団
体
や
企
業
の
こ
と

ひとりひとりの声に耳を傾けていました。

　

今
年
６
月
に
入
社
し
た
、５
人
の
技
能
実

習
生
た
ち
。介
護
技
術
や
日
本
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
利
用
者
は「
と
き
ど
き
一
緒
に
漢
字

テ
ス
ト
を
や
っ
た
り
す
る
ん
だ
。家
に
帰
っ

て
か
ら
も
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
み
た

い
で
、本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
。」と
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
社
直
後
は
、利
用
者
や
職
員
の
言
葉
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
、正
し
く
な
い
姿
勢

で
介
護
を
し
て
体
を
痛
め
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。で
き
な
か
っ
た
事
は
振
り
返
り
、指
導

し
て
も
ら
い
ま
す
。

「
一
度
指
導
し
た
だ
け
で
、次
か
ら
は
改
善
で

き
る
。」「
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に

し
な
い
。」な
ど
、一
緒
に
働
く
職
員
か
ら
も

好
評
で
す
。

★
シ
ン
チ
ャ
オ
！
技
能
実
習
生

～
キ
ラ
リ
★
介
護
現
場
レ
ポ
ー
ト
～

漢字のテスト「漢字はたくさんあって難しいです。」

車椅子へ移乗後は体調を気づかいます。丁寧な動作で離床介助をします。食後の口腔ケアも慣れてきました。

　みちのく荘では、2009 年から介護に携わる海外
人材の受け入れを始めました。
　2015 年には日本の社会福祉法人として初めて、
ベトナムの大学に介護人材コースを開設し、日本
語教育や介護などのベトナム事業を行っています。
　この本は、そこで使用するテキストとして刊行
されました。介護職員初任者研修に則した内容・
構成となっていて、日本でも介護未経験の方が入
社した時の研修で使用しています。

まるめろフォトスケッチでは、みちのく荘

周辺の草花や美術品をご紹介します。

日本（まるめろ）式「介護テキスト」

※日本語とベトナム語の対訳版

●
マ
イ
さ
ん
の
自
筆
で
す
。

ベトナム社会主義共和国
タイビン省
（ハノイから車で約３時間)

出身地

外国人材の日記は、
ホームページで更新

▼
▼

▼

しています。
スマートフォンで
今すぐチェック‼

マイさんの自宅からの風景


